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国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文

書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
の
中
か
ら
、
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
と

し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
史
料
弓
函
弓
置
曽
『
ｌ

宣
隠
ら
を
選
出
し
、
そ
の
研
究
を
行
っ
た
。

現
在
ま
で
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
コ
ピ
ー
と
し
て
文

書
を
焼
き
付
け
、
そ
の
文
書
を
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
化
す
る
作
業

を
完
了
し
た
。

全
史
料
は
六
四
一
枚
で
そ
の
う
ち
英
文
の
も
の
が
計
三
一
七
枚

（
記
録
用
覚
書
・
二
七
枚
、
書
簡
・
九
二
枚
、
英
語
論
文
・
二
五
枚
、

ス
タ
ー
（
英
文
雑
誌
）
の
コ
ピ
ー
・
四
一
枚
、
そ
の
他
文
書
・
一
三
二

枚
）
、
和
文
の
も
の
は
計
二
八
四
枚
（
愛
楽
誌
の
一
九
五
二
年
四
月

号
の
コ
ピ
ー
・
一
八
四
枚
、
日
本
語
論
文
・
九
二
枚
、
そ
の
他
の
日
本

語
文
書
・
八
枚
）
で
、
そ
の
他
に
意
味
の
な
い
夷
雑
物
や
判
読
不

22

Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
よ
る
占
領
期
の
ハ
ン
セ
ン

病
関
係
史
料
の
研
究杉

田

l）

ｍ
釦

聡
・
丸
井

英
■一

■.一

能
文
書
が
四
○
枚
あ
っ
た
。

の
国
Ｃ
竜
函
言
（
連
合
軍
総
司
令
部
保
健
衛
生
福
祉
部
）
の
占
領

政
策
を
反
映
し
て
い
る
記
録
用
覚
書
（
罠
①
日
○
国
且
匡
ョ
さ
同

『
①
８
ａ
）
は
少
な
い
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
の
施
策
の
参
考
と
す

る
た
め
に
交
わ
し
た
書
簡
や
そ
の
他
の
事
務
文
書
は
多
く
、
そ
の

内
容
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
⑦
西
Ｃ
南
国
弓
の
関
与
の

詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
史
料
で
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
以
下
の
点
に
集
約
で
き
る
。

一
、
の
国
Ｃ
南
国
言
が
調
査
し
た
全
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

患
者
数
の
各
種
統
計
。

二
、
⑦
函
Ｃ
弓
困
言
が
視
察
し
た
療
養
所
の
状
況
（
大
島
青
松
園

と
多
磨
全
生
園
）
。

三
、
プ
ロ
ミ
ン
を
患
者
の
治
療
薬
と
し
て
普
及
さ
せ
る
た
め
の

⑦
西
Ｃ
南
西
弓
に
よ
る
関
係
各
機
関
に
対
す
る
働
き
か
け
。

特
に
弓
扁
Ｆ
８
国
、
ａ
言
○
且
冨
①
日
日
邑
（
シ
ョ
目
８
．

Ｆ
冒
○
望
團
匡
己
目
○
口
）
と
の
貝
鴨
○
ロ
ｏ
ｇ
ｇ
巴
○
副
８
と

の
交
渉
。

四
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
者
を
国
際
ら
い
学
会
（
胃
⑦
目
画
‐

計
ご
己
巴
儒
胃
○
昌
留
Ｑ
①
ｇ
へ
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
⑦
国
Ｃ
、
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い

た
○ 勺

国
言
の
働
き
か
け
。

五
、
日
米
の
研
究
者
に
よ
る
斥
頁
ｏ
５
ｇ
ｏ
筐
易
の
純
粋
培
養

に
関
す
る
学
術
的
研
究
の
支
援
。

六
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
処
遇
に
つ
い
て
（
特
に
外
国
籍
と
な
っ

た
患
者
と
沖
縄
・
奄
美
地
域
の
患
者
に
つ
い
て
）
。

一
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
○
年
（
一
九
四
五
）
九
月
の
調
査
で

は
、
国
内
十
三
ヶ
所
の
療
養
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
患
者
数
が
一

万
四
二
人
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
で
は
八
五

一
○
人
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
八
月
で
は
七
九
三
一
人

と
把
握
さ
れ
て
い
た
。

二
に
つ
い
て
は
、
二
箇
所
の
療
養
所
視
察
の
結
果
、
資
材
や
医

療
従
事
者
の
不
足
は
あ
る
も
の
の
、
患
者
の
治
療
と
療
養
が
良
好

に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
出
し
て
い
た
。
入
所
患
者
の
人
権

等
に
関
す
る
記
載
は
特
に
な
か
っ
た
。

三
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
治
療
薬
で
あ
る
プ
ロ
ミ
ン
は

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
よ
り
、
日
本
で
治
療
に
用
い
ら
れ

た
が
、
プ
ロ
ミ
ン
の
輸
入
と
国
内
生
産
に
お
け
る
パ
テ
ン
ト
の
問

題
に
関
し
て
、
の
国
Ｃ
弓
国
弓
は
様
々
な
交
渉
や
調
整
を
行
っ
て

四
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
が
開
戦
し
て
か
ら
は
日
本
人
は

各
種
国
際
機
関
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
に
お
け
る
ハ

ン
セ
ン
病
研
究
の
向
上
の
た
め
、
国
際
ら
い
学
会
へ
の
研
究
者
の

復
帰
と
同
学
会
学
術
誌
の
日
本
へ
の
輸
入
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
国
Ｃ
竜
国
言
が
様
々
な
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。

五
に
つ
い
て
は
、
占
領
下
の
当
時
で
は
日
本
の
研
究
者
が
米
国

の
学
術
誌
に
研
究
論
文
を
投
稿
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

⑦
国
Ｃ
竜
国
君
は
米
国
の
研
究
者
か
ら
の
日
本
で
の
ハ
ン
セ
ン
病

研
究
の
現
状
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
共
に
、
研
究

者
間
の
い
わ
ば
「
橋
渡
し
役
」
を
演
じ
て
い
た
。

六
に
つ
い
て
は
、
占
領
軍
は
沖
縄
・
奄
美
地
域
に
対
し
て
は
、

日
本
本
土
で
の
間
接
統
治
と
は
違
い
、
直
接
統
治
を
行
っ
た
た

め
、
本
土
と
は
違
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所

者
で
占
領
後
に
外
国
籍
（
韓
国
籍
等
）
と
な
っ
た
者
の
処
遇
に
つ

い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
。

（
大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

２（
順
天
堂
大
学
医
学
部
）


